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■平成２４年度一般会計予算総額は１５６億７，３１５万４千円に
■１億８，０００万円で、湯のまち広場に「足湯」を建設
■１億３，０００万円で、あわら夢ぐるま公園を整備
■給食センター整備事業１０億７，２１６万円
　緊急経済対策による２５年度予算前倒しで２４年度予算に追加計上
■教育委員会委員　玉川 洋一氏　任命に同意
■固定資産評価審査委員会委員に黒田 哲氏、山口 博行氏、五十嵐 正枝氏 選任に同意

■平成２４年度一般会計予算総額は１５６億７，３１５万４千円に
■１億８，０００万円で、湯のまち広場に「足湯」を建設
■１億３，０００万円で、あわら夢ぐるま公園を整備
■給食センター整備事業１０億７，２１６万円
　緊急経済対策による２５年度予算前倒しで２４年度予算に追加計上
■教育委員会委員　玉川 洋一氏　任命に同意
■固定資産評価審査委員会委員に黒田 哲氏、山口 博行氏、五十嵐 正枝氏 選任に同意

　平成25年３月定例会が２月27日から３月22日までの会期で開催されました。
　今定例会では、専決処分の報告に関する１議案を受理し、専決処分の承認を求める１議案、平
成24年度補正予算と平成25年度当初予算に関する16議案、条例の制定及び改正に関する14議
案、規約の変更に関する２議案、市道の認定に関する１議案、人事に関する４議案の計39議案
が上程され、すべて原案のとおり可決しました。
　なお、今回は６名の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。
　その他、請願３件を不採択とし、議員発議により議会会議規則の一部改正及び議会委員会条例
の一部改正を行いました。

3月定例会 平成25年度一般会計予算成立

歳入歳出 １２2億7，０００万円に
会　計　名 予　算　額 前年度比較（％）

一 般 会 計

芦原温泉上水道財産区水道事業

合 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

産業団地整備事業

農業者労働災害共済

工 業 用 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

122億 7,000万円 △3.1

31億 8,530万円 0.1

2億 8,900万円 0.9

558万円 8.2

507万円 △0.4

水 道 事 業 10億 9,432万円 1.6

1,059万円 0.0

22億 7,907万円 △6.3

7,884万円 △0.7

1億 8,062万円 △6.3

193億 9,839万円 △2.7

基金・積立金残高（市の貯金）
平成24年度末 見込

財政調整基金
地域振興基金
その他
※一般会計所管　　計
国民健康保険基金
農業者労働災害共済基金
※特別会計所管　　計
　合　　　計

市民１人当りの貯金　約15万7千円

市民１人当りの借金　約109万円

23億 400万円
13億  　　円
9億 9,343万円
45億 9,743万円

8,000万円
3,722万円

 1億 1,722万円
47億 1,465万円

一般会計

公共下水道会計

水道事業会計

農業集落排水事業会計

　合　　　計

183億 1,256万円

118億 3,538万円

20億 6,444万円

4億 5,620万円

326億 6,858万円

地方債残高（市の借金）

＜地方債及び基金・積立金の状況＞

平成24年度末 見込

住基人口  29,971人 （H25.2.1現在）

特
　 

別
　 

会
　 

計

４月23日（火）
19：30～21:00

４月２4日（水）
19：30～21:00

４月２5日（木）
19：30～21:00

４月30日（火）
19：30～21:00

北潟公民館
日　　時 会　　場

本荘公民館

新町区民館
波松区民館
坂ノ下区民館
湯のまち公民館
湖東会館
坪江公民館
剱岳公民館
伊井公民館
吉崎公民館

河間区民館

嶺北あわら消防署嶺北あわら消防署

3月定例会

15億8,632万2千円を増額

議会報告会のお知らせ

　市民の皆さまに日ごろの議会活動を広
く知っていただくために、議会報告会を
開催します。
　定例会の審議内容について報告させて
いただき、そのあと意見交換を行いま
す。
　いずれの会場でもお気軽にご参加くだ
さい。

12会場で開催します

平成24年度一般会計補正予算
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建設中の学校給食センター

工事中のＩＫＯＳＳＡ（いこっさ）

細呂木小学校

ＪＲ芦原温泉駅前のにぎわい交流広場

第3次金津高等学校日中友好使節団

小学校  児童数一覧 H24.5.1現在

学 校 名

芦原小学校

北潟小学校

波松小学校

新郷小学校

本荘小学校

金津小学校

細呂木小学校

伊井小学校

吉崎小学校

金津東小学校

合　　計

児 童 数

307人

53人

26人

41人

120人

587人

98人

78人

17人

155人

1,482人

地
域
振
興
基
金
利
息

71
万
５
千
円
増
額

地
域
振
興
基
金
利
息

71
万
５
千
円
増
額

果実運用型基金とは
資金を積み立てて、
その運用益（預金利
子等）を財源等に充
てるために設置され
る基金

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

　

現
在
、
利
息
は
ま
ち
づ
く

り
等
の
事
業
（
北
潟
湖
畔

花
菖
蒲
ま
つ
り
等
）
に
充
て

て
い
る
。

て
自
由
に
使
え
る
学
校
整
備

基
金
と
考
え
て
い
る
。

委
員 

地
域
振
興
基
金
13
億

円
の
利
子
が
２
９
９
万
円
で

確
定
し
た
。
金
利
が
低
く
、

利
子
は
非
常
に
少
額
で
あ
る
。

こ
の
基
金
を
取
り
崩
し
、
借

入
金
で
あ
る
市
債
を
繰
り
上

げ
償
還
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

理
事
者 

こ
の
基
金
は
合
併

特
例
債
を
活
用
し
た
も
の
で
、

果
実
運
用
型
基
金
で
あ
る
。

し
か
し
、
償
還
を
終
え
た
部

分
は
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
基
金
の
取
り
崩
し
に

つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
る
市

民
間
の
融
和
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
に
使
う
の
が
趣
旨
で

あ
る
た
め
、
償
還
に
充
て
る

■
政
策
課

温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る

華
や
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
設
計
委
託
料

　

４
千
８
０
０
万
円

温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る

華
や
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
設
計
委
託
料

　

４
千
８
０
０
万
円

委
員 

温
泉
街
の
将
来
の
発

展
の
た
め
に
は
地
元
住
民
、

旅
館
、
商
店
街
の
方
々
の
意

見
、
協
力
、
応
援
が
不
可

欠
で
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

理
事
者 

ハ
ー
ド
整
備
を
進

め
る
な
か
で
、
地
元
関
係
者

と
十
分
に
意
見
交
換
を
し
、

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

委
員 

金
沢
開
業
ま
で
の
２

年
間
で
ハ
ー
ド
整
備
は
完
了

す
る
が
、
長
期
的
な
観
光
戦

略
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。

理
事
者 

北
陸
新
幹
線
整
備

に
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
中

長
期
的
な
も
の
を
含
め
て
作

成
し
て
い
く
。

委
員 

温
泉
街
を
整
備
し
た

後
は
、
観
光
客
を
迎
え
る
Ｊ

Ｒ
芦
原
温
泉
駅
前
広
場
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

早
く
進
め
る
べ
き
。

■
政
策
課

学
校
教
育
検
討
委
員

会
経
費
16
万
８
千
円

学
校
教
育
検
討
委
員

会
経
費
16
万
８
千
円

委
員 

市
民
の
一
部
か
ら
小
学

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理

経
費
３
千
13
万
１
千
円

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理

経
費
３
千
13
万
１
千
円

委
員 

臨
時
職
員
賃
金
、
委

託
料
、
消
耗
品
等
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
説
明
に
よ
る

と
、
そ
の
中
で
当
初
の
予
定

よ
り
職
員
が
増
え
て
い
る
の

■
教
育
総
務
課

学
校
施
設
整
備
基
金

  

１
千
万
円
積
み
立
て

学
校
施
設
整
備
基
金

  

１
千
万
円
積
み
立
て

委
員 

学
校
施
設
整
備
基
金

の
積
み
立
て
の
目
的
は
な
に

か
。

理
事
者 

元
々
は
小
中
学
校

の
将
来
的
な
大
規
模
改
修
の

た
め
の
基
金
で
あ
っ
た
。

　

小
中
学
校
の
耐
震
改
修
が

済
ん
だ
今
、
当
初
の
目
的
は

達
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
学
校
全
般
に
つ
い

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
を
25
年
度
当
初

予
算
か
ら
24
年
度
補

正
予
算
に
変
更
し
た

利
点

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
を
25
年
度
当
初

予
算
か
ら
24
年
度
補

正
予
算
に
変
更
し
た

利
点

委
員 

国
の
緊
急
経
済
対
策

に
よ
る
今
回
の
前
倒
し
の
措

置
で
、
補
助
金
等
が
増
額

さ
れ
る
の
か
。

理
事
者 

総
務
省
の
元
気
臨

時
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
の

で
増
額
さ
れ
る
。
交
付
金
額

■
教
育
総
務
課

生
涯
学
習
館
の
土
地

取
得
、
駐
車
場
整
備

１
千
２
９
０
万
６
千
円

生
涯
学
習
館
の
土
地

取
得
、
駐
車
場
整
備

１
千
２
９
０
万
６
千
円

委
員 

駐
車
場
と
し
て
土
地

を
取
得
す
る
が
、
こ
の
取
得

分
で
駐
車
場
が
足
り
る
の
か
。

理
事
者 

生
涯
学
習
館
前
に

も
駐
車
場
を
借
り
て
お
り
、

今
回
の
取
得
地
で
10
台
程

度
駐
車
で
き
る
。
イ
ベ
ン
ト

■
文
化
学
習
課

平
成
24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

公
務
員
の
人
件
費

削
減
に
つ
い
て

公
務
員
の
人
件
費

削
減
に
つ
い
て

委
員 

公
務
員
の
退
職
金
の

削
減
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

当
市
の
場
合
、
福

井
県
市
町
総
合
事
務
組
合

で
行
っ
て
お
り
、
２
月
に
条

例
が
改
正
さ
れ

４
月
よ
り
施
行

さ
れ
る
。

　

４
月
１
日
施

行
の
た
め
、
24

年
度
の
退
職
者

に
影
響
が
な
く
、

年
度
末
に
駆
け

込
み
退
職
は
発

生
し
な
い
。

■
総
務
課

平
成
25
年
度

　
一
般
会
計
予
算

国
際
交
流
活
動

補
助
金
53
万
３
千
円

国
際
交
流
活
動

補
助
金
53
万
３
千
円

委
員 

金
津
高
校
の
生
徒
を

中
国
に
派
遣
す
る
事
業
の
補

助
金
だ
が
、
県
立
高
校
で
も

あ
り
、
考
え
直
す
時
期
で
は

な
い
の
か
。

理
事
者 

市
内
唯
一
の
高
等

教
育
機
関
で
あ
り
、
市
内
の

中
学
校
と
同
じ
学
校
と
位

置
づ
け
て
い
る
。

　

高
校
再
編
が
進
み
、
生

徒
の
数
が
減
る
状
況
を
考
え

る
と
、
金
津
高
校
を
魅
力

あ
る
高
校
と
し
て
残
す
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
国
際
交
流

に
限
ら
ず
支
援
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

は
、
25
年
度
の
国
庫
補
助

対
象
と
な
る
部
分
だ
け
で
、

未
定
で
あ
る
。

等
が
あ
れ
ば
金
津
神
社
に
も

協
力
を
い
た
だ
く
。

理
事
者 

市
内
の
整
備
に
つ

い
て
は
温
泉
街
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
。

　

街
中
を
歩
い
て
い
た
だ
き

地
元
へ
の
経
済
効
果
を
考
え

て
、
旧
金
津
市
街
地
も
有

利
な
補
助
制
度
を
活
用
し

整
備
し
て
い
き
た
い
。

校
の
統
合
を

求
め
る
声
が

上
が
っ
て
い

る
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

理
事
者 

こ

の
予
算
は
小

学
校
の
児
童

が
年
々
減
少

し
て
い
る
た

め
、
今
後
の

学
校
運
営
に

つ
い
て
検
討

す
る
予
算
で

あ
る
。

　

子
供
が
減
り
続
け
て
お
り
、

保
護
者
か
ら
不
安
の
声
も
聞

は
な
ぜ
か
。

理
事
者 

調
理
員
は
稼
働
当

初
で
あ
る
た
め
、
厨
房
メ
ー

カ
ー
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
４

人
７
班
体
制
の
28
人
で
始
め

る
。
適
正
人
数
は
稼
働
し

な
い
と
不
明
の
た
め
、
実
践

を
踏
ま
え
な
が
ら
適
正
な
人

員
数
に
改
め
て
い
き
た
い
。

委
員 

細
呂
木
小
学
校
が
継

続
し
て
自
校
給
食
を
要
望
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当

委
員
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー
方

式
へ
の
移
行
に
つ
い
て
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
て
き
た
が
、
地
元
が
未
だ

納
得
し
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。

理
事
者 

市
内
の
全
小
中
学

校
の
役
員
に
セ
ン
タ
ー
移
行

の
説
明
を
し
た
。
細
呂
木
小

学
校
の
役
員
に
よ
れ
ば
依
然

と
し
て
意
見
が
分
か
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
も
出
向
い
て
説
明
を

し
て
い
く
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
安
心
安
全
を
第
一

に
考
え
、
全
て
の
子
ど
も
達

に
給
食
を
提
供
し
て
い
き
た

い
の
で
、
統
一
し
た
方
向
で

最
後
ま
で
お
願
い
し
て
い
く
。

い
て
い
る
。
他
の
地
区
の
児

童
が
多
い
学
校
に
行
く
方
も

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
統
廃
合
と
な
る

と
地
区
の
文
化
が
壊
れ
る
懸

念
も
あ
り
、
最
終
的
な
判

断
は
地
区
の
住
民
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
も
行
政
主
導
で
は

な
く
、
地
域
主
導
で
進
め
て

い
き
た
い
。
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農産物直売所「風羽里（ふわり）」周辺

市民健診

「足湯」が整備される湯のまち広場

宮谷川のハンギングバスケット

昨年温泉街で実施した街コン

歩道除雪のイメージ

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

事
業
２
千
５
９
３
万

５
千
円
の
減
額

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

事
業
２
千
５
９
３
万

５
千
円
の
減
額

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

委
員 

減
額
に
な
っ
た
理
由

は
。

理
事
者 

当
初
の
見
込
み
よ

り
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
た

め
で
あ
る
。
今
後
と
も
制
度

の
周
知
を
図
り
た
い
。

■
市
民
生
活
課

あ
わ
ら
夢
ぐ
る
ま

バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　
　

  

１
億
３
千
万
円

あ
わ
ら
夢
ぐ
る
ま

バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　
　

  

１
億
３
千
万
円

委
員 

富
津
地
係
の
農
産
物

直
売
所
「
風
羽
里
（
ふ
わ

り
）」
周
辺
に
芝
生
広
場
、

駐
車
場
及
び
取
り
付
け
道

路
の
整
備
を
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
誘
客
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
市
の
実
質
的
な
負

担
は
ど
れ
だ
け
に
な
る
の
か
。

■
農
林
水
産
課

温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る

華
や
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

  
事
業
１
億
８
千
万
円

温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る

華
や
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

  
事
業
１
億
８
千
万
円

委
員 
足
湯
を

つ
く
る
と
の
こ

と
だ
が
、
計
画

を
策
定
し
た
観

光
ま
ち
づ
く
り

推
進
会
議
で
は
、

ど
の
よ
う
な
検

討
が
さ
れ
た
の

か
。

理
事
者 

足
湯

の
他
に
混
浴
や

■
観
光
商
工
課

除
雪
対
策
経
費

１
千
５
３
０
万
円

除
雪
対
策
経
費

１
千
５
３
０
万
円

委
員 

除
雪
ド
ー
ザ
ー
を
４
ｔ

の
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
に
買
い
替

え
る
が
、更
新
の
基
準
は
何
か
。

理
事
者 

通
常
は
11
年
、
１

千
時
間
が
基
準
で
あ
り
、
入

れ
替
え
る
ド
ー
ザ
ー
は
27
年

目
、
走
行
距
離
は
１
万
６

千
７
５
３
㎞
、
２
千
３
５
１

時
間
使
っ
て
い
る
。

■
建
設
課

健
診
業
務

健
診
業
務

委
員 

市
民
健
診
に
つ
い
て
、

受
診
率
が
目
標
に
達
し
て
い

な
い
の
に
昨
年
度
よ
り
予
算

を
減
額
し
て
い
る
理
由
は
。

理
事
者 

昨
年
の
実
績
を
踏

ま
え
、
減
額
と
な
っ
た
。
減

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
受
診

率
を
上
げ
る
よ
う
に
努
力
す

る
。 ■

健
康
長
寿
課

観
光
ま
ち
な
み

　

魅
力
ア
ッ
プ
事
業

　
　
　

３
６
０
万
円

観
光
ま
ち
な
み

　

魅
力
ア
ッ
プ
事
業

　
　
　

３
６
０
万
円

委
員 

フ
ラ
ワ
ー
タ
ワ
ー
を

止
め
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

■
観
光
商
工
課

あ
わ
コ
ン
事
業

補
助
金
１
０
０
万
円

あ
わ
コ
ン
事
業

補
助
金
１
０
０
万
円

委
員 

昨
年
と
同
じ
形
で
実

施
す
る
の
か
。

理
事
者 

事
業
の
規
模
は
昨

年
の
２
０
０
名
か
ら
３
０
０

名
に
拡
大
し
、
あ
わ
ら
温
泉

街
で
実
施
す
る
。

委
員 

単
な
る
に
ぎ
わ
い
創

出
だ
け
で
１
０
０
万
円
を
支

出
す
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

何
か
温
泉
街
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
目

的
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備

事
業
補
助
金

６
６
０
万
２
千
円

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備

事
業
補
助
金

６
６
０
万
２
千
円

委
員 

駅
前
と
駅
構
内
で
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
に
差

が
あ
る
理
由
は
何
か
。

■
市
民
生
活
課

生
活
保
護
業
務

生
活
保
護
業
務

委
員 

生
活
保
護
関
係
で
平

成
25
年
度
か
ら
嘱
託
の
就

労
支
援
員
を
１
名
置
く
と
の

こ
と
だ
が
、
生
活
保
護
か
ら

立
ち
直
る
方
は
、
年
間
何

人
い
る
の
か
。

理
事
者 

24
年
度
に
お
い
て
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
契
約
し
、

特
別
な
就
労
個
別
相
談
を

し
た
結
果
、
３
名
が
就
労
に

至
り
自
立
し
て
い
る
。

■
福
祉
課

万
博
茶
再
生

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

     

１
７
９
万
２
千
円

万
博
茶
再
生

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

     

１
７
９
万
２
千
円

委
員 

補
助
金
が
無
く
な
り

事
業
が
終
了
し
て
も
、
万
博

茶
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

理
事
者 

24
年
度
か
ら
26
年

度
ま
で
の
３
ケ
年
事
業
で
、

10
ア
ー
ル
の
茶
畑
を
整
備
す

る
。
補
助
事
業
の
期
間
で
茶

葉
の
他
に
加
工
品
等
の
商
品

開
発
を
行
い
、
補
助
が
終

わ
っ
て
も
収
入
が
得
ら
れ
る

■
農
林
水
産
課

平
成
25
年
度

　
一
般
会
計
予
算

あ
わ
ら
市
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
条
例

理
事
者 

地
元
農
産
物
の
直

販
や
、
観
光
と
農
業
の
連
携

を
図
り
、
農
村
公
園
の
イ

メ
ー
ジ
で
地
元
に
密
着
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

国
の
臨
時
経
済
対
策
事

業
を
利
用
す
る
た
め
、
あ
わ

ら
市
の
実
質
的
な
負
担
は
、

ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
に
な
る
。

露
天
風
呂
の
話
が
出
た
が
、

公
衆
浴
場
は
「
セ
ン
ト
ピ
ア

あ
わ
ら
」
と
競
合
す
る
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
30
人
規
模

の
足
湯
と
し
た
の
は
、
全
国

に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
北
陸

随
一
の
規
模
に
し
た
い
た
め

で
あ
る
。

　

そ
し
て
大
切
な
の
は
整
備

後
の
ソ
フ
ト
事
業
で
、
芸
妓

組
合
、
語
り
部
、
湯
け
む

り
横
丁
な
ど
と
連
携
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

理
事
者 

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
３
基
を
設

置
す
る
た
め
の
設
計
費
に
係

る
補
助
金
で
あ
る
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
１
基

６
千
万
円
前
後
で
あ
り
、
駅

構
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

工
事
は
、
線
路
等
の
上
の
工

事
で
あ
る
た
め
高
額
に
な
る
。

管
理
は
誰
が
行
っ
て
い
る
の

か
。

理
事
者 

フ
ラ
ワ
ー
タ
ワ
ー

を
１
つ
だ
け
設
置
し
た
の
で

は
さ
び
し
く
、
し
か
も
地
域

の
参
画
が
少
な
く
な
る
た
め
、

地
域
を
広
く
飾
っ
た
方
が
良

い
と
の
意
見
か
ら
計
画
を
変

更
し
た
。

　

管
理
に
つ
い
て
は
、
一
部

の
団
体
や
地
元
に
お
願
し
て

い
る
。
な
お
、
今
年
４
月
に

フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協

議
会
を
立
ち
上
げ
継
続
し
て

い
き
た
い
。

合
併
浄
化
槽
設
置

　
　
　
　

 

整
備
事
業

合
併
浄
化
槽
設
置

　
　
　
　

 

整
備
事
業

委
員 

市
の
都
合
に
よ
り
公

共
下
水
道
に
接
続
で
き
ず
、

合
併
浄
化
槽
を
お
願
い
す
る

も
の
で
、
ど
れ
だ
け
補
助
を

し
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

従
来
国
、
県
、
市

で
４
割
補
助
で
あ
っ
た
が
、

あ
わ
ら
市
は
特
別
８
割
に
補

助
率
を
か
さ
上
げ
し
、
均
衡

性
を
図
っ
て
い
る
。
合
併
浄

化
槽
に
す
る
か
ど
う
か
は
、

住
民
に
決
め
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
。

委
員 

対
策
本
部
を
設
置
し

た
場
合
、
外
出
禁
止
等
を

勧
告
す
る
の
か
。

理
事
者 

行
動
計
画
を
国
と

県
が
定
め
る
予
定
で
、
そ
れ

を
受
け
て
市
も
行
動
計
画
を

定
め
る
こ
と
に
な
る
。
行
動

計
画
が
示
さ
れ
な
い
と
具
体

的
な
こ
と
は
現
段
階
で
は
分

か
ら
な
い
。

■
上
下
水
道
課

歩
道
除
雪
機
械
購
入
費

１
３
０
万
２
千
円

歩
道
除
雪
機
械
購
入
費

１
３
０
万
２
千
円

委
員 

歩
道
の
除
雪
は
誰
が

実
施
す
る
の
か
。

理
事
者 

業
者
に
機
械
を
貸

し
出
し
、
除
雪
も
業
者
に
依

■
建
設
課

よ
う
に
支
援
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

頼
す
る
。
道
路
除
雪
が
落

ち
つ
い
て
か
ら
行
い
た
い
。
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市政について問う市政について問う市政について問う市政について問う

吉
田 

太
一 

議
員

吉
田 

太
一 

議
員

整備予定の温泉街の市道

■吉田 太一 議員
●観光まちなみ魅力アップ事業について
●体罰について

■坪田 正武 議員
●各地区からの要望事項に対する市の対応について
●合併10年目になるが、これまでの成果と今後のま
ちづくりは

■卯目 ひろみ 議員
●市民への消費者教育について

■八木 秀雄 議員
●観光まちなみ魅力アップ事業（まちなみ整備支
援）の温泉情緒あふれる華やぎのまちづくり計画
について
●北陸新幹線開業に伴うＪＲ芦原温泉駅のダイヤに
ついて
●2018年福井国体について

■山川 知一郎 議員
●スクールバスの無料化を
●足湯設置など、観光活性化について

■笹原 幸信 議員
●災害時の住民の避難について

3月の定例会では、6名の議員が一般質問を行いました。
ここでは、その質問と答弁の要旨を掲載します。（通告順）

観
光
ま
ち
な
み

魅
力
ア
ッ
プ
事
業
の
概
要

は
。

　

石
畳
の
歩
道
、
せ
せ
ら

ぎ
は
ど
こ
に
つ
く
る
予
定
か
。

足
湯
計
画
の
概
要
及
び
維

持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
足
湯
を
設
置
す

る
こ
と
に
は
賛
成
だ
が
、

１
億
８
千
万
円
の
巨
費
を

投
じ
る
こ
と
に
不
安
を
感

じ
る
。
各
種
団
体
と
の
連

携
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

観
光
ま
ち
な
み
魅
力

ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て

観
光
ま
ち
な
み
魅
力

ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て

体
罰
に
つ
い
て

体
罰
に
つ
い
て

吉
田

体
罰
と
懲
戒
の

違
い
は
何
か
。
各
学
校
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
か
ら

の
体
罰
の
報
告
は
受
け
て
い

る
の
か
。

吉
田

24
年

度
か
ら
27
年
度
の
４
カ
年

計
画
で
、
事
業
費
約
７
億

経
済
産
業
部
長

教
員
に
対
す

る
児
童
生
徒
か
ら
の
暴
力

行
為
に
対
し
て
、
教
員
が

防
衛
の
た
め
に
や
む
を
得
ず

と
っ
た
行
為
は
、
体
罰
に
あ

た
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
月
下
旬
に
体
罰
に
つ
い
て

調
査
し
た
と
こ
ろ
、「
な
い
」

と
の
結
果
で
、
今
後
と
も

よ
り
一
層
体
罰
を
許
容
し
な

い
土
壌
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

教
育
長

６
千
万
円
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
あ
わ
ら
温
泉
湯
の
ま

ち
広
場
内
に
整
備
す
る
足

湯
施
設
に
１
億
８
千
万
円

の
他
、
温
泉
街
の
幹
線
市

道
３
路
線
の
街
路
整
備
に

５
億
２
千
５
０
０
万
円
、

駐
車
場
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

（
街
な
か
ミ
ニ
公
園
）
等

の
整
備
に
５
千
７
０
０
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

足
湯
に
つ
い
て
は
、
他
の

温
泉
地
を
上
回
る
話
題
性

の
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
伝
統
芸
能
館

南
隣
の
約
２
５
０
㎡
の
敷

地
に
30
人
程
度
が
同
時
に

利
用
で
き
る
規
模
で
木
造

平
屋
建
て
を
計
画
し
て
お
り
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
（
提

案
型
入
札
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

実
施
設
計
を
進
め
る
過
程

で
具
体
的
な
試
算
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
が
大
事
で
、

各
種
団
体
と
の
連
携
を
取

り
、
地
域
の
人
た
ち
と
も

十
分
に
話
し
な
が
ら
実
施

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

請
願
・
意
見
書

●
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
の
１
日
も
早
い
法
的
解
決
、
謝
罪
と
補
償
を
求

　

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

「
要
　
旨
」

　

国
際
社
会
に
お
い
て
、
日
本
政
府
が
こ
の
問
題
の
法
的
責
任
を
拒
否
し
続
け
る
こ
と

は
も
は
や
許
さ
れ
な
い
。
直
ち
に
法
的
解
決
を
行
い
、
国
際
的
責
務
を
果
た
す
よ
う
求

め
る
。

「
提
出
者
」
新
日
本
婦
人
の
会
福
井
県
本
部　

会
長　

田
島 

ち
ゑ
子

「
結
　
果
」
不
採
択

「
不
採
択 

理
由
」

　

政
府
は
、
日
本
軍
に
よ
る
、
慰
安
婦
の
「
強
制
連
行
」
を
立
証
す
る
資
料
は
無
か
っ

た
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
際
的
な
問
題
（
外
交
問
題
）
で
あ
る
た
め
、
地
方
議
会
が

意
見
を
言
う
べ
き
で
は
な
い
。

「
賛
成
意
見
」

　

政
府
は
、
「
慰
安
婦
」
を
「
強
制
連
行
」
し
た
資
料
が
な
い
、
と
し
て
法
的
責
任
を

拒
否
し
て
い
る
が
、
「
強
制
連
行
」
は
事
実
で
あ
り
、
国
連
や
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
な
ど

７
ヶ
国
か
ら
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

被
害
女
性
は
高
齢
化
し
て
お
り
、
速
や
か
に
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。

●
特
急
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
「
し
ら
さ
ぎ
」
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
提

　

出
に
関
す
る
請
願

「
要
　
旨
」

　

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
後
の
所
要
時
間
、
利
用
料
金
を

国
土
交
通
省
の
資
料
に
よ
り
試
算
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
明
ら
か
に
新
幹
線
利
用
に
よ
る
県
民
の
利
便
性
向
上

は
望
め
な
い
。

　

よ
っ
て
、
特
急
列
車
を
従
来
通
り
運
行
し
、
存
続
さ
せ

る
こ
と
を
求
め
る
。

「
提
出
者
」
北
陸
新
幹
線
福
井
延
伸
と
在
来
線
を
考
え
る
会

　

松
原 

信
也

●
食
料
自
給
率
50
％
達
成
目
標
の
設
置
及
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

　

参
加
を
行
わ
な
い
こ
と
を
政
府
に
強
く
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

「
要
　
旨
」

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
「
例
外
な
き
関
税
撤
廃
」
を
原
則
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
の
農

林
業
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
食
料
自
給
率
も
下
が
る
。

　

よ
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

「
提
出
者
」
福
井
県
農
民
連　

会
長　

玉
村 

正
夫

「
結
　
果
」
不
採
択

「
不
採
択 

理
由
」

　

聖
域
な
き
関
税
撤
廃
が
前
提
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
は
反
対
で
あ
る
。
し
か

し
、
日
米
首
脳
会
談
で
聖
域
が
あ
る
と
確
認
さ
れ
、
条
件
付
き
交
渉
参
加
で
あ
る
た

め
、
こ
の
一
方
的
な
意
見
書
を
提
出
す
る
の
は
反
対
で
あ
る
。

「
賛
成
意
見
」

　

日
米
首
脳
会
談
で
発
表
さ
れ
た
文
書
に
は
、
コ
メ
な
ど
の
農
産
物
を
関
税
撤
廃
か
ら

除
外
し
、
聖
域
と
す
る
こ
と
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
べ
き
で
は
な
い
。

●
桜
ヶ
丘
区
の
桑
野
遺
跡
石
碑
設
置
に
つ
い
て
の
要
望

「
提
出
者
」
桜
ヶ
丘
区

●
県
指
定
文
化
財 

本
荘
春
日
神
社
本
殿
の
修
復
補
助
金
の
要
望

「
提
出
者
」
春
日
神
社　

総
代　

藤
井 

茂
博　

中
番
区
・
下
番
区

そ
の
他
、
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
件
名
の
み
掲
載
し
ま
す
。

※
地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、
議
会
は
、
あ
わ
ら
市
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会
や
関
係
行
政
庁
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
結
　
果
」
不
採
択

「
不
採
択 

理
由
」

　

新
幹
線
が
開
通
す
る
と
、
並
行
在
来
線
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営
分
離
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ

て
い
る
。
よ
っ
て
、
特
急
列
車
が
走
る
こ
と
は
現
実
的
に
無
理
で
あ
る
。

「
賛
成
意
見
」

　

新
幹
線
開
業
後
、
特
急
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
利
便
性
が
損
な
わ
れ
、
負
担
が
増
え

る
。
関
西
か
ら
の
直
通
特
急
は
観
光
振
興
に
不
可
欠
で
あ
り
、
存
続
を
求
め
る
。

特急「サンダーバード」
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トリムパークの調整池

拠点避難所の案内看板

坪
田 

正
武 

議
員

坪
田 

正
武 

議
員

山
川 

知
一
郎 

議
員

山
川 

知
一
郎 

議
員

笹
原 

幸
信 

議
員

笹
原 

幸
信 

議
員

八
木 

秀
雄 

議
員

八
木 

秀
雄 

議
員

地
区
要
望
に
具
体
的

に
回
答
す
べ
き

地
区
要
望
に
具
体
的

に
回
答
す
べ
き

各
地
区
よ
り
要

望
書
が
提
出
さ
れ
る
が
、

行
政
側
の
回
答
に
つ
い
て
満

足
な
回
答
が
出
な
い
。

　
ま
た
、
豪
雨
対
策
と
し

て
、
高
塚
の
黒
谷
川
と
山

室
の
深
田
川
に
対
す
る
河

川
整
備
の
考
え
方
は
。

坪
田

ま
ち
づ
く
り
の

　
　

成
果
と
今
後
は

ま
ち
づ
く
り
の

　
　

成
果
と
今
後
は

町
づ
く
り
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

成
果
が
あ
っ
た
の
か
。

　

次
に
、
新
幹
線
金
沢
開

業
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

坪
田

要
望
書
の

内
容
は
市
政
全
般
に
わ
た

り
、
門
型
側
溝
、
河
川
改

修
等
の
整
備
で
毎
年
２
０

０
件
前
後
と
非
常
に
多
く

提
出
さ
れ
、
時
間
的
な
問

題
、
予
算
的
な
問
題
か
ら

満
足
で
き
な
い
回
答
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
黒
谷
川
に
対
し

土
木
部
長

今
日
ま
で
「
若

い
世
代
が
住
み
、
生
み
、

育
て
た
く
な
る
ま
ち
」
の
実

現
を
重
要
施
策
に
掲
げ
各

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
特
に
「
優
れ
た
環

境
に
お
け
る
教
育
の
実

現
」
で
両
中
学
校
の
大
規

模
改
修
、
小
学
校
の
耐
震

の
事
業
、
湯
の
ま
ち
広
場

の
整
備
、
あ
わ
ら
消
防
署
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新

築
、
生
涯
学
習
館
の
改
修

等
を
進
め
ま
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業

に
向
け
、
現
在
、Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
６
社
と
福
井
、
石

川
、富
山
３
県
で
、一
大
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
共
同
イ
ベ
ン
ト

実
施
に
向
け
、
協
議
を
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
市
制
施
行
10
周

年
記
念
事
業
、
あ
わ
ら
温

泉
開
湯
１
３
０
周
年
記
念

祭
な
ど
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
や
情
報
発
信
を
図

り
、
金
沢
開
業
に
向
け
た

誘
客
活
動
を
積
極
的
に
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

て
は
、
将
来
の
北
陸
新
幹

線
関
連
の
事
業
に
よ
る
高

塚
跨
線
橋
の
架
け
替
え
等

も
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

深
田
川
に
対
し
て
は
、

ト
リ
ム
パ
ー
ク
か
な
づ
の
調

整
池
が
有
効
に
活
用
し
て
い

な
い
の
で
、
公
園
か
ら
流
れ

る
雨
水
を
調
整
池
に
流
入

で
き
る
よ
う
側
溝
を
改
修

し
下
流
へ
の
負
荷
が
軽
減
さ

れ
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
　
　
　

無
料
化
を

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
　
　
　

無
料
化
を

憲
法
26
条
は

「
義
務
教
育
は
無
償
と
す

る
」と
規
定
し
て
い
る
。義

務
教
育
に
お
け
る
父
母
負

担
は
な
く
す
べ
き
と
考
え
る

が
、市
内
各
小
中
学
校
に
お

け
る
父
母
負
担
の
実
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

当
面
、中
学
校
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
無
料
に
す
る
考
え

は
な
い
か
。

山
川
知

１
億
８
千
万
円
の

足
湯
設
置
で

活
性
化
で
き
る
の
か

１
億
８
千
万
円
の

足
湯
設
置
で

活
性
化
で
き
る
の
か

湯
の
ま
ち
広

場
に
設
置
す
る
北
陸
最
大

級
の
足
湯
は
、
地
元
住
民

の
要
望
か
。
ま
た
、
効
果

は
期
待
で
き
る
の
か
。

　

湯
の
ま
ち
広
場
は
、
駐

車
場
の
拡
張
が
必
要
と
考

え
る
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

　
ま
た「
湯
け
む
り
横
丁
」

は
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

山
川
知

憲
法
26
条

の
規
定
は
、「
授
業
料
」
を

無
償
と
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
外
は
保
護
者

が
負
担
す
べ
き
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

市
内
小
学
校
に
お
け
る

教
育
部
長

２
０

１
５
年
３
月
の
北
陸
新
幹

線
金
沢
開
業
に
向
け
、県
が

創
設
し
た「
観
光
ま
ち
な
み

魅
力
ア
ッ
プ
事
業
」に
乗
り
、

「
ま
ち
づ
く
り
」を
加
速
化

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

足
湯
の
設
置
に
つ
い
て

は
、湯
の
ま
ち
広
場
整
備
に

つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
中
で
要
望
が
あ
っ
た
も
の

で
、効
果
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

駐
車
場
は
、旧
芦
原
南
幼

児
園
跡
地
に
整
備
を
計
画

し
て
お
り
、「
湯
け
む
り
横

丁
」に
つ
い
て
は
、創
生
塾
と

十
分
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
部
長

保
護
者
負
担
は
、被
服
費
、

給
食
費
、
修
学
旅
行
費
を

除
い
て
学
用
品
、
児
童
会

費
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
で
年

間
２
万
６
千
円
。
中
学
校

で
は
５
万
１
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負
担

の
原
則
に
基
づ
き
応
分
の

負
担
を
お
願
い
し
て
お
り
、

無
料
化
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

避
難
手
順
に
つ

い
て
住
民
へ
の
周
知
が
徹
底

さ
れ
て
い
る
の
か
。
拠
点
避

難
所
の
鍵
は
、
市
役
所
で

保
管
を
し
て
い
る
が
、
職
員

が
一
旦
市
役
所
に
来
て
そ
の

後
、
鍵
を
持
っ
て
当
該
地

区
に
戻
る
の
は
相
当
の
時

間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
、

も
っ
と
迅
速
に
対
応
で
き
な

い
の
か
。

　

生
活
必
需
品
の
備
蓄
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て

は
、
近
く
に
他
地
区
の
拠

点
避
難
所
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
遠
く
の
指
定
さ

れ
た
避
難
所
に
行
か
な
け

災
害
時
の
住
民
の

　
　

避
難
に
つ
い
て

災
害
時
の
住
民
の

　
　

避
難
に
つ
い
て

笹
原

今
回
の
事
業
で

「
観
光
に
ぎ
わ
い
空
間
の
形

成
」を
行
う
が
、
現
温
泉
街

の
街
路
灯
２
０
０
基
の
更

新
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

あ
わ
ら
温
泉
街
の

　

街
路
灯
の
更
新
は

あ
わ
ら
温
泉
街
の

　

街
路
灯
の
更
新
は

八
木

今
回

の
整
備
対
象
の
３
路
線
に
つ

い
て
は
、
既
存
の
街
路
灯
を

撤
去
し
、
新
た
な
照
明
設

備
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
街
路
灯
は
、

他
の
地
区
と
の
整
合
性
も

あ
り
、
関
係
す
る
地
元
区

や
観
光
協
会
と
の
協
議
を

進
め
、
整
備
費
用
も
含
め

行
政
と
の
役
割
分
担
に
一
定

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

経
済
産
業
部
長

芦
原
温
泉
駅
に

停
車
す
る
新
幹
線
は
、
市

と
し
て
上
下
何
本
必
要
と

考
え
る
か
。

北
陸
新
幹
線
の

　

 

ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

北
陸
新
幹
線
の

　

 

ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

新
幹
線

の
停
車
本
数
に
つ
い
て
で
す

が
、現
在
、特
急
「
サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ド
」と
「
し
ら
さ
ぎ
」が
、

芦
原
温
泉
駅
で
上
下
合
せ

て
１
日
に
61
本
、
加
賀
温

泉
駅
で
上
下
合
せ
て
１
日

に
64
本
が
停
車
し
て
お
り
、

フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
も

含
め
て
、
こ
れ
ら
の
数
字
以

上
の
停
車
本
数
を
望
ん
で
い

ま
す
。

土
木
部
理
事

避
難
の
手

順
に
つ
い
て
は
、
拠
点
避
難

所
へ
避
難
す
る
前
に
自
主

避
難
所
で
あ
る
集
落
セ
ン

タ
ー
等
に
避
難
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
総
合
防
災
訓
練
を

毎
年
地
区
を
変
え
て
実
施

し
て
い
く
こ
と
で
一
層
の
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

拠
点
避
難
所
の
開
設
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、

避
難
所
開
設
の
準
備
の
た

め
に
職
員
を
派
遣
し
窓
ガ

ラ
ス
の
破
片
や
天
井
か
ら
の

落
下
物
が
な
い
か
な
ど
安

全
確
認
を
し
て
か

ら
鍵
を
開
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

開
設
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
の

で
、
当
該
地
区
の

職
員
が
鍵
を
保

管
す
る
な
ど
初
動

マ
ニ
ア
ル
の
見
直

し
を
行
い
た
い
と

総
務
部
長

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

思
っ
て
い
ま
す
。

　

水
と
食
料
に
つ
い
て
は
、

県
の
備
蓄
基
準
を
上
回
る

数
量
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
数
量
が
あ
る
と
は

言
え
な
い
の
で
、
今
後
備
蓄

量
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

拠
点
避
難
所
の
設
定
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
区
単
位
、

地
区
区
長
会
の
区
域
で
設

定
し
て
い
ま
す
が
、
合
併
に

よ
り
他
地
区
の
避
難
場
所

が
近
い
と
い
う
事
例
が
あ
る

の
も
事
実
で
す
の
で
、
今
後

の
防
災
計
画
の
見
直
し
の

な
か
で
、
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

ら
、
整
備
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

八
木

福
井
国
体
で
地

元
選
手
が
活
躍
す
る
事
が

大
切
で
あ
る
。
あ
わ
ら
市

２
０
１
８
年

福
井
国
体
に
つ
い
て

２
０
１
８
年

福
井
国
体
に
つ
い
て

選
手
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
県
競
技
力
向

上
対
策
本
部
が
、
県
体
育

協
会
、
各
競
技
団
体
と
協

力
し
、
競
技
力
向
上
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
市

に
お
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
競
技

で
４
人
の
小
中
学
生
が
、
カ

ヌ
ー
競
技
で
５
人
の
中
高

生
が
国
体
強
化
選
手
と
し

て
練
習
会
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
「
あ
わ
ら
カ
ッ
プ

カ
ヌ
ー
ポ
ロ
大
会
」
の
中
で
、

簡
単
な
レ
ー
シ
ン
グ
競
技
の

実
施
や
競
技
の
紹
介
等
を

通
し
て
、
市
民
へ
の
理
解
と

普
及
を
図
る
と
共
に
、
国

体
後
も
競
技
が
継
続
さ
れ

る
よ
う
、
県
・
競
技
団
体

と
一
体
と
な
り
競
技
力
の
向

上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

教
育
長

八
木

に
お
い
て
も
今
か
ら
各
種
団

体
と
連
携
を
と
り
、
地
元

選
手
を
育
て
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
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卯
目 

ひ
ろ
み 

議
員

卯
目 

ひ
ろ
み 

議
員

平成25年3月 第64回あわら市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ X ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２４年度一般会計補正予算（第９号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２４年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２４年度水道事業会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２４年度公共下水道事業会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２４年度農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ X ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度一般会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度国民健康保険特別会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度後期高齢者医療特別会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度産業団地整備事業特別会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度農業者労働災害共済特別会計予算

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -専決処分の承認を求めることについて
（平成２４年度一般会計補正予算（第８号））

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度水道事業会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度工業用水道事業会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度公共下水道事業会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度農業集落排水事業会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成２５年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○新型インフルエンザ等対策本部条例の制定
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○道路の構造の技術的基準等に関する条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○重度障害者（児）医療費助成条例の一部を改正する等の条例の制定
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○まちづくり基本条例の一部を改正する条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公園条例の一部を改正する条例の制定
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○下水道条例の一部を改正する条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定める
条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに
水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○芦原温泉上水道財産区水道事業布設工事監督者の配置基準及び
資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○放課後子どもクラブ事業の実施に関する条例の一部を
改正する条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公共下水道事業及び農業集落排水事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例の制定

不採決 X X X X X X X ○ X ／ X X X X X X X X日本軍「慰安婦」問題の１日も早い法的解決、謝罪と補償を求める
意見書提出に関する請願

不採決 X X X X X X X ○ X ／ X X X X X X X X「食料自給率50％達成目標の設置及びＴＰＰ（環太平洋連携協定）
参加を行わないことを政府に強く求める意見書」提出に関する請願

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に
関する法律第10条第１項の規定に基づく準則を定める条例の一部を
改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○就学支援委員会条例の一部を改正する条例の制定
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公民館条例の一部を改正する条例の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○坂井地区広域連合規約の変更について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○市道の認定について
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -教育委員会委員の任命について
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -固定資産評価審査委員会委員の選任について
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -固定資産評価審査委員会委員の選任について
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -固定資産評価審査委員会委員の選任について

○…賛成　　X…反対　　ー…欠席等
※議長（向山信博）は採決に加わらないので「／」で表示

特急列車廃止・削減反対の意見書提出を求める請願 継　続　審　査

不採決 X X X X X X X ○ X ／ X X X X X X X X特急「サンダーバード」「しらさぎ」の存続を求める意見書提出に関する請願

吉
田
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案

市
会
案

請
　
願

森
　
　
之
嗣

杉
本
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洋

山
田
　
重
喜

三
上
　
　
薫

八
木
　
秀
雄

笹
原
　
幸
信

山
川
知
一
郎

北
島
　
　
登

向
山
　
信
博

坪
田
　
正
武

丸
谷
　
浩
二

牧
田
　
孝
男

卯
目
ひ
ろ
み

宮
崎
　
　
修

山
川
　
　
豊

東
川
　
継
央

杉
田
　
　
剛 平

成
24
年
12
月

13
日
に
消
費
者
教
育
推
進

法
が
公
布
さ
れ
た
。

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
代
表
さ

れ
る
詐
欺
被
害
と
こ
れ
ま

で
の
周
知
啓
蒙
活
動
の
状

況
は
。

　
消
費
者
教
育
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
家
庭
の
中
の
教
育
は
大

切
だ
が
、
特
に
小
中
高
校

の
中
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
消

費
者
教
育
を
取
り
込
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。 卯

目
消
費
者
教
育
を

　
　
　
　
行
う
べ
き

消
費
者
教
育
を

　
　
　
　
行
う
べ
き

振
り

込
め
詐
欺
の
状
況
は
、
平

成
24
年
中
、
あ
わ
ら
市
で

市
民
生
活
部
理
事

は
ゼ
ロ
、
全
国
で
６
千
４
０

１
件
、
被
害
総
額
１
５
５

億
２
千
１
６
５
万
円
、
福

井
県
で
は
１４
件
、
２
千
５

６
２
万
円
で
、
60
歳
代
以

上
の
高
齢
者
の
方
の
被
害

が
90
％
を
超
え
て
い
る
状
況

で
す
。

　

周
知
啓
蒙
活
動
は
、
当

市
で
は
出
前
講
座
等
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
23
年

度
は
、
82
講
座
、
延
べ
３

千
６
６
７
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
児
童
館
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

幼
児
園
で
の
児
童
、
幼
児

を
対
象
と
し
た
お
買
い
も
の

ご
っ
こ
講
座
を

実
施
し
、
各
小

中
学
学
生
に
は

消
費
者
啓
発

ポ
ス
タ
ー
と
標

語
の
募
集
を
し

て
い
ま
す
。

　

消
費
者
教

育
は
、
こ
れ
ま

で
の
実
践
や
法

改
正
を
受
け
、

地
域
や
家
庭
と

連
携
を
深
め
な

が
ら
、
学
校
に
お
け
る
消

費
者
教
育
を
よ
り
充
実
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

小
中
高
校
で
の
こ
れ
ま
で

以
上
の
消
費
者
教
育
に
つ
い

て
は
、
指
摘
の
と
お
り
総

合
的
に
指
導
し
て
い
く
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
25

年
度
は
消
費
者
教
育
支
援

事
業
モ
デ
ル
校
と
し
て
市

内
の
１
小
学
校
を
選
定

し
、
小
学
生
の
早
い
時
期

か
ら
消
費
者
教
育
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

平
成
24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

討　論討　論討　論

反
対

賛
成

　湯のまち広場に、北陸最大
の足湯を設置するとのことで
あるが、一昨年、１億５千万円
をかけて整備した広場を掘り
返し、１億８千万円もかける
ことは市民の理解を得られず、
観光客誘致の効果も疑問で
ある。

　全国の人気温泉観光地に
おいて足湯は定番である。「温
泉情緒あふれる華やぎのま
ちづくり」事業において、北陸
最大級の足湯は必要であり、
効果もある。

平
成
25
年
度

　
一
般
会
計
予
算

反
対

賛
成

○北陸新幹線建設は、自治体
に大きな財政負担を強い
るとともに、在来線は第三
セクターとなり負担が増え
不便になる。

○憲法で「義務教育は無償」
となっており、スクールバ
スや給食の無料化など、父
母負担の軽減に努力すべ
きである。

○新幹線について市の負担
は約３億円であり、固定資
産税で年に２．７億円が見
込まれる。在来線はＪＲ貨物
より線路使用料が見込まれ
るため、採算が取れるよう
になる。

○予算を一部に集中させれば、
他の部分にしわ寄せがくる。
予算はバランス良く配分さ
れなければならない。

消費者啓発ポスター
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市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、読
ん

で
も
ら
え
る「
議
会
だ
よ
り
」を
心
掛
け

編
集
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、あ
わ
ら
市
議
会
も
こ
こ
４
年
で

大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　
議
員
と
し
て
の
仕
事
を
明
確
化
す
る

た
め「
議
会
基
本
条
例
」を
平
成
23
年
度

に
制
定
し
、開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、議

会
報
告
会
を
年
２
回
12
会
場
で
開
催
し
、

議
会
の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
い
、市

民
の
皆
様
の
思
い
、意
見
を
お
伺
い
し
て

市
政
に
反
映
す
べ
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、一
般
質
問
は
残
念
な
が
ら
他
市

に
比
べ
る
と
少
な
い
状
況
で
す
。
市
民

の
声
を
伝
え
る
こ
と
が
議
員
の
大
切
な

役
割
で
あ
り
、質
問
す
る
こ
と
に
よ
り
議

会
も
行
政
も
よ
り
活
性
化
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
も
行
政
の
進
捗
や
取
り
組
み
の

状
況
が
わ
か
る
よ
う
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
吉
田
）
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「御迎橋と昭和公園」
おむかえ

議
会
日
誌

こうじたにやま

　芦原温泉駅から東へ約２㎞、伊井地区矢地糀谷山に昭和公園があります。ここは坂井平野が一望でき、晴
れた日には遠く文殊山、日野山（越前富士）が望めます。山頂は御野立所と呼ばれ、昭和８年の陸軍特別大演
習の時、昭和天皇が御総監になられた場所です。当時の伊井村が、昭和天皇を御迎えするというので大奮発
をして設置したのが初代御迎橋です。巾３ｍの木橋でしたが、福井大地震にも耐え抜き瓦礫の中に残った姿
に勇気づけられた話は、今も語り継がれるところです。
　昭和27年の竹田川の大改修工事に伴い、２代目御迎橋が架け替えられました。次に昭和46年３月、高度
成長と自動車時代に合わせ巾６ｍ全長100ｍの３代目御迎橋に架け替
えられました。
　平成８年阪神大震災を教訓に、工事費７億円の巨額を投じ４代目御
迎橋が完成しました。多くの優良企業が金津中部工業団地に進出する
ことにより、金津町の躍進に大きく貢献し、今もあわら市の産業の要
を担っております。
　昭和公園の付近は隠れた癒しの場所となっており、よき昭和の時代
を懐かしむそんな所であります。 （坪田）

おのだちしょ

14あわら市議会だより 【平成25年4月15日発行】 第36号


	(01p) 表紙
	(02-03p)
	(04-05p)
	(06-07p)
	(08-09p)
	(10-11p)
	(12-13p)
	(14p)

